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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　The moss flora was investigated on Mt. Kuishi which is situated at 133°3{y E longitude and

33°40' Ｎ latitude, in the middle of Isl. Shikoku, western Japan･　Most areas of the mountain

except the summit area are covered with secondary forests and theCりｉｐＵｘｍｅｒiaｊａｐｏｎｉｃａplantation.

In the summit area above ca. 1000m a.S』. there develop relatively well preserved natural forests

regarded as representing a transitional forest between ａ warm temperate and ａ cool temperate

forests with such mixed forests dominated by Abies ｊ‘rma and Ｃｙｃｌｏｈｃｄａｎｏｐｓiisａｃｕia.which are

developed on mountain slopes, and ｂ７Ｃｈｃａｎａｅり＊ａｒiｓobtｕｓａandＴｓｕｇａ ％ｉｅｂｏｌｄｉｉonmountain ridges

(Yamanaka 1963)-　Geologically, the investigated area belongs to the Chichibu belt and the area

is mostly composed of chert and partly pelites, limestone and basic volcanic rocks-　265 species.

2 subspecies and 16 varieties were recognized by the examination of the authors' collection. Nine

species of them are new to the moss flora of the Shikoku district. They include
Ｃｌａｏｐｏｄｉｕｖi

gｒacillimｕｍ. Ｄｉｄ

flexuosα，石砂Zeりがum
7,z加ulirameum.尺八abdoweisia

crispala, T九zz�＆ｍ戸･ygmaeuTn, W,ぴkia naka-

nishikii‘, among which D　■　ｍａｃｒｏｒhｙｎｃｈｕｍ，I.　ｍｉｎｕｉｉＴｏｍｅｕｍ
ａｎｄ Ｒ. crispata are common species

in western Japan and others are known at limited localities-　The species formerly reported
but

not found in this ･time are also discussed.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に

　四国地方の菌類相は，これまで多くの研究者によって少しずつ明らかにされてきたが，その多く

は，モノグラフ的研究の中で四国産の標本が引用されるという形でなされてきたものである．従っ

て，それらの中で取り扱われなかった他の多くの種の分布は明らかではない．それらを明らかにす

るためには，できるだけ多くの地域を対象とした詳細なフロラの研究か望まれる．今回筆者らは，

高知市街に近く，交通の便に恵まれ，しかも山頂部に自然林か比較的よく保たれている工石山を選

んで調査した．

　本調査はじめ四国地方における菌類調査にあたり，貴重な資料を提供し，援助して下さった高知

大学山中二男先生に，また工石山での現地調査にあたり，御援助いただいた本山営林署の方々に感

謝の意を表する．更に，本稿を校閲頂いた高知大学原幹雄先生に御礼申し上げる．

　　　　　　　　　　　　　　　　地形●地質●気候

工石山（海抜1176m,高知県土佐郡土佐山村）は四国のほぽ中央一北緯33°40≒東経133°3（y

＊　Contribution lo the moss flora of the Shikoku district (4)･
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一に位置し，高知県の県民の森となっている．山頂から北東方向へ，赤良木峠を経て三辻山

　（1108m）ヘーつの尾根か延び，また南方へは山麓の部落（白比原，桑尾，平石）へ延びている．

この南の尾根に並行して東西に水系か発達し，それらは南流して共に鏡川に合流している．西側の

水系は比較的幅広い谷を形成し，谷沿いに寺屋敷，久万川などの部落が見られる．一方東側の水系

は，その源を一つは赤良木峠付近に発し，他の一つは工石山山頂北側に発している．この二つの流

れは城部落で合流する．後者の流れる谷は工石谷と称されている．この東側の水系は西側のものと

は対照的に，深い狭い谷をうがっている．

　工石山は秩父帯の北端に位置し，大部分チャート，泥岩から成っているが，南麓の日比原，桑尾

周辺には石灰岩の大きな露頭が見られる．石灰岩はこめほかに，ごく小規模ながら下中切，寺屋

敷，山頂北側～赤良木峠にも見られる．赤良木峠ではドロマイトを産し，現在採掘中である．工石

山のほぼ全域にわたり，土壌の発達が悪く，特に海抜950 m以上の山頂部ではチャートが多く露出

図１・調査地域･ The area investigated.
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図２・工石山:山頂付近での調査ルート. Foray routes around the summit of Mt. Kuishi
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し，特異な景観を与えている．

　気候資料は欠けるが，東京天文台発行（1980）の高知市の資料(1941～1970の平均）から気温低

減率0.51（関口　1949)をもって推定すると，工石山南麓の弘瀬で年平均気温15.6°Ｃ，山頂で10°

Ｃとなる．年降水量については，参考までに高知市の2645 mm （東京天文台　1980）を挙げてお

く．山頂部は春～夏にはしばしば霧に覆われ，冬期には積雪も見られるか量は少ない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研　　究　　史

　工石山の菌類に関する最初の報告は，筆者らの知る限り，中錦（1905）のようである．同氏は，

種の同定をフィンランドのブロテルス(V.F.Brotherus)氏に依頼し，それに基づいて本山から78

種１変種を記録した．この発表のもととなった標本はいまだ再検討されていないが, Iwatsuki &

Noguchi (1973)が指摘しているように，例えばＨｏｍ�ｉｏｄｅｎｄｒｏｎμabellatｕｍやＰｏｌｙlｒichｕｍ

commune var. μバ即��ε　などの日本に産するかどうか疑問な種も含まれている．この後Bro-

therus (1907, 1921)やCardot (1909, 1911),岡村(1915, 1919), Noguchi (1947)が相次い

で工石山から新種や新変種を発表した．それらは次の５蚕３変種であるＰ ｏｇｏｎａtｕｍｇｒａｎｄｉｆｃ

(Lindb.) Jaeg. varバ・sanurn Card. (1909, =P.Ｔａｐｏｎｉｃｕm Sull. et Lesq.),Ｏｒtｈｏｍｎｉｏｂｓiｓ

ｊａｂｏｎｉｃａBroth.〔･1907, =Ｏｒｌｈｏｍｎｉｏｎｄｉｌａほほ■.m(Mitt.) Chen〕, 　ＭｎｉｕｍｎａｋａｎｉｓhikiiBroth.

ex Okam.〔19･15, =Plagi･ｏｍｎｉｕm iｕｃｃｕｌｅｎは■.m(Mitt.) Kop.〕, Ｍａｃｒｏｍｉtｒiｕｍｇｙｍｎｏstｏｍｕｍ
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Sull. et Lesq. var.ｒohｕitｕｍ Broth. (1921, =Ｍ.　ｇｙｍｎｏ＾tｏｍｕｍ), M.ｎａｋａれtｓhifeｕ Broth. ｅχ

Okam. (1919, 　＝　Ｍ .ｉａｐｏｎｉｃｕｍDozy et Mo!k.),　Ｃｌａｏｐｏｄｉｕｍ.　％ｕｂａｃｉｃｕlｗｎBroth〔1921,

＝Ｃ. ｐｒｉｏｎｏｐｈｙllｕｍ(C.Muell.) Broth.〕, Miｙａｂｅａ thｕｉｄｉｏｉｄｅｓBroth. (1921), 　Ｔｒacli＾ibｔtｓ

臨心ｒ Reinw. et Hornsch. ｖａて.　ｆｌｏｒibｕｎｄａｒiotｄｅｓNog. (1947, =T.bicoloｒ）.

　現在に至るまで，多くの研究者によって工石山（山麓の集落付近をも含める）の標本がその報告

の中で引用されてきた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　蒔類植生概観

　１．南麓鏡川沿岸地域(弘瀬～日比原～桑尾～平石；海抜100～200m)

　この地域には塩基性火山岩類と石灰岩が分布しているUIIの右岸を県道か通じ道路沿いはよく乾

燥している．川原はかつて牛シツツジが茂り花期には川面を美しく彩った屈近年の大水で河床・

河岸はすっかり洗われ、大きく変化した．各所でモルタルによる護岸工事がなされ菌苔類相は貧弱

である．桑尾地区で吉村(1963)がカワブチゴケの生育を報告しているか、今回の調査ではついに

確認できなかった．

　川原の水しぶきのかかる転石上には、Ｐ tｙｃｈｏｍｉtｒiｗｎ (ｉｅｎtａtxｔＴｒｔやＰ ｓｅｕｄｏｌｅｓfeeo t>siｓ ｚippelii、

Ｅれtｏｄｏｎ ｌｕｒidｕ％、 ＰｈｉＪｏｎｏtiｓ ｆａｌｃａは、Ｂりｕｖi　tｏｒtiかLiｕｉｎ、Ｌ)ｕthiella itａｃｃｉｄａ、 Fiｓｓｉｄｅｎｓ ｇｅｎｉｉｎｉ、

floｒｕs･ ｖａｔ ｡ ｎａｇａｓakinｕｓ、 ＴｒichoｓtＯＴｎｕｊｎ ｂｒａｃｈｙｄｏｎtiｕｍ、りａｇｉｏｍｎｉｕｍ. ａｃｕtｕｒｎが最も普通に

見られる．

　道路沿いの乾いた塩基性火山岩の上には　ＷＥz･ｓsｉａ ｃｏ、ｉtＴＯ・ｅｒｓａ、Ｈ-ｙof>htIa l）･ｒｏｐａｇｕlifeΓａ、Ｈ、

inｖolｕtａ、Ｐりｃｈｏｍｉtｒiｕｍ ｄｅｎtａtｕｍ、Ｐ、faｕｒieiが多く、 Fiｓｓｉｄｅｎｓ　ｃｒiｓほほｓ、Ｎｅｃｆｅｅｒｏｂｓiｓ nitidｕla、

ｌｌｅｒｂｅtｉｎｅｕｒｏｎ tｏｃｃｏａｅ、Ｃｌａｏt、ｏｄｉｕｍ ｂｒｉｏｎｏｂりＨｕｍ、Ｃ. ａＣｉｃｕlｕｍ.、Ｈａ･ｐｌｏｃｌａｄｉｕｍ ％tｒictｕlｕｍ、

Ｂｒａｃｈｙtheciｕm bｕｃｈａれａ戒iなどか普通に見られる．また、雨水の流れる小渓の岩上ではFiｓｓｉｄｅｎｓ

tｏｓａｅｎｓtｓ、ＰｌａｇｉｏＴＴｉｍｔｔＴＯｖｅｉｉｃａtｕｍ、Ｐｈｉｌｏｎｏtis tｈｗai･tｅｓii､　Ｅｎtｏｄｏｎ ｃｕｒｖaliｒａｍｅｕｓ、Ｅ.がｒaldii、

Ｅ、ｖiｒidｕlｕ%などか見られる．

　同じく道路沿いの、乾いた石灰岩上にはＤｉｄｙｍｏｄｏｎ ｃｏｎｓtｒtclｕｓ、Ｈｙｏｂｈｉｌａ　ｂｒｏt＞ａｇｕ.lifeΓａ、

Ｐりｃｈｏｍｉtｒiｗｍ　ｂｏｌｙbhｙLLoide％、Ｈｏｍａｌｏtheciｗｎ　ｌａｅｖiｓｅtｕｍごＨｏｍ�ｉａｄｅｌｂｈｕｚ　ぬｒｇtｏｎｉａｎｗｓ、

Ｈｏｎｄａｅｌｌａ ｈｒａｃｈｙihedellaなどの好石灰岩性菌類が生育している．このような石灰岩地でさらに

Ｃｌａｏｂｏｄｉｕｍ ｇｒacillimｕｍや£)idンｎｉｏｄｏｎ ｍｉｃｈｉｇａｎｅｎｓiｓ、 Ｗｅｉｓｓｉａ ｅｄｅｎtｕl ａ　といった、我国にお

ける分布資料の少ない種か見つかった．

　平石にある御霊神社にはアカガシ、スダジイなどの常緑広葉樹か茂り、ズギが植えられている．

このような樹幹上は暖地性藻類で覆われている．常緑広葉樹の樹幹にはＮｅｃｋｅｒｏｂｓiｓ niiidｕla、 Ｎ.

obtＭｓａは、Ｎｅｃｆｅｅｒａ ｎａｋａｊｉｍａｅ、 Ｋａｃｏｂｉｌｕｍ ａｒiitａtｕｍ、Ｃtｅｎｉｄｉｕｍ ｈｏｓtile、 Ｈｙｂｎｕｍ　blｗｎａｅｆｏＴｍｅ

ｖａｒ、ｍｉｎｕs、Ｐｓｅｕｄｏｈａｒbぶａ ａttｅｎｕａほか見られる．またスギ樹幹上には、前記常緑樹では見られ

ないかあってもわずかであるｈｅｉtｃｏｂりｕｍ ｎｅｉＪｇｈｅｒｒｅｎｓｅ、 Ｓｙｒｒｈｏｐｏｄｏｎ ｌａｒｍｉｎａtii、 l＾ｅａｃＴｏｐｏｒiｕｍ

Ｈａｅｅｌｌａｒｅ、(:"ｉａstobりella feｕｓａtｓｕｅｎsiｓが生育している．

　２．平石～高川～城～赤良木峠(海抜200～900m)

　工石山への主要な登山口である平石から赤良木峠に至る舗装道路沿いの法面土上，岩上，林縁の

腐植土上，小渓の湿岩上，コンクリートの溝周辺などに，山頂部では見られない種類も見つかる・

一般的にこの地域はよく乾燥している．岩上にはＰりｄｏｍ山一沁ｍ ｌｉｎｅａｒifoliｕｍ，Ｐｏｇｏｎａtｕｍ　ｎｉｂ-

1）ｏれｅれse.Ｈｙｂｎｕｍ　blｕｍａｅｆｏｒｍｅ，Ｋａｃｏｍｉtｒiｕｍ ｃａｎｅｉｃｅｎｓ，Ｒ.　ｃａ７xｅｓｃｅ？isvar. どｒz‘coides, Weissia
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ｃｏｎtｒｃｆｉ・ｅｒｓａ、Ｂｒａｃｈ･ｙlheciｕｍ ｂｕｃｈａｎａｎｉｉ、ＭａｃＴｏｍｉtｒiｕｍ feｒｒiei、Ｋｎtｏｄｏ、ｌ ｓｕllioan£ii var. りersi-

ｃｏｌｏｒ　if'多い．　所々にある小渓沿いにはＰｈｉｌｏｎｏtiｓ　ｆａｌｃａtａ、Ｂｒｙｕm pｓｅｕｄｏ一雨ｑｕｅtｒｕｍ、ＥＡｉｒhｙｎ、

chiｕｍ ｒipaｒｉｏｉｄｅｓ、 ＰｌａｇｉｏｍｎｔｔｔiTi、ｅｓｉｃａtｕｍが普通に見られる．いく分乾いた小渓沿いの岩上に

Ｔ^hｕｉｄｉｕｍ ｂｙｇｍａｅｕniが見つかった．林縁の乾いた岩上にＮｅｃｆｅｅｒｏｂｓiｓ nilidｕla、ＳｃＫｔｕelｓｃｈｆｅｅｏｂstｓ

fabｒｏｎｉａが生育している．法面土上にはPohlia ｆｌｅエｕｏｓａ、 L:)icｒａれella hetｅｒｏｍａｌｌａ、Fhilonoiｕ

ihｔｕailesii 　■ｂ'5普通に見られるが、高川付近でTiicｒａｎｅｌｌａ　tｏｓａｅｎｓtｓや、我国にも産することが最近

になって報ぜられた南方要素のＧａｒｃｋｅａ　Ｈｅエｕｏsａがみつかった．四国新産である．城近くの切り

通し面のやや湿った土上には、銅ゴケとして知られるＳｃｏｐｅｌｏｂｈｉｌａ ｌｉｇｕlatａ　ｔi^生育している．　四

国地方の御荷鉾緑色岩帯にはしばしば銅鉱床が見られるが、御荷鉾帯近くに位置する工石山にもそ

の一部が現れている．この谷間ではかつて小規模な銅の採堀が行われていた．石灰岩も少し見られ

るか、多くの顕著な好石灰岩性背類の生育を可能にするほどの環境に至るものではなく、わずかに

Ｔａｘibhｙllｕｍ､　ｃｕボdifoliｗｎとＴａエibhｙllｕｍ ｔａエiｒａｍｅｕｍその他が生育するのみである．泥質変

岩上ではＨｙｏｐｈｉｌａ ｐｒｏｐａｇｕlifeｒａやＴｉｍｍｉぶａ ａｎｏｍａｌａ　ｉｉ^見られる．道路沿いのコンクリート

溝に生育する種には、次のようなものかある. Ｈｙｏt＞hila bｒｏｂａｇｕlifeΓａ、Ｈバｎ、olｕは、Ａｎｏｍｏｂｒｙ－

ｕｒｎ､ filifoｒｍｅ、ｖａｔ. 　ｃｏｎｃｉｎｎａtｉｎｎ Ｐｌａｇt ｏｍｎｉｕｍ ･ｘｘｉｉｃａｔｕＴｎ、Ｐｈｉｌｏｎｏti1ｓ ｆａｌｃａtａ、Ｈａｐｌｏｃｌａｄｉｕｍ

ａｎｇｕｓtifoUｗｍ.､ Ｂり'ｕm capillaｒｅ、 Ｅ-ｕｒh:ｙnchiｕｍ ｒｉｂａｒｉｏｉｄｅｉ.

　　３．山頂域(海抜1000m前後以上)

　工石山山頂部東面には，比較的よく保存された天然林かおる．稜線付近ではヒノキ・ツガの混生

林が，山腹斜面や谷間にはブナを伴ったモミ・アカガシの混生林が発達している(山中　1963).

　山頂の北側にはじまる工石谷上流の谷間(遊歩道サイの河原線沿い)は湿潤な環境にあり，岩

上，樹上を覆う菌苔類は種類，量ともに，今回の調査対象地域の中では群を抜いて豊かである．

　ここではブナ，コハウチワカエデ，ヒメシャラなどの広葉樹，ヒノキ，ツガの針葉樹が見られ

る．　ツガの大木には，我国特産で中部地方以西の暖地に分布するLieｕｃｏｌｏｍａ ｏｋａｍｕｒａｅが旺盛に，

しかも胞子体をよくつけて生育しているレこの種はチャート上にもしばしば生ずる．倒木上には

£)ｏりａ ｊａｐｏｎｉｃａ， Ｈｙｂｎｕｍ ｏｌｄｈａｍｉｉ，Ｃtｅｎｉｄｉｕｍ ｈａｓtile，ｌｉｏtheciｕｍ ％ｕbdｖｖｅｒ％ifoｒｍ.ｅなどが見ら

れる．常緑広葉樹の樹幹にはＣｌａｓtobりがla jｚｕｓａtｓｕｅｎｓiｓ，Ｃｌａｓtohりella sp.,Ｈｏｌｏｍｉtｒiｕｍ ｄｅｎｓi-

foliｕｍ，　Ｍａｃｒｏｍｉtｒiｕｍ ｇｙｍｎｏｇｙｎｕｓ. l＾ｅａｃｒｏｂｏｒｉｕｍ.iagellij

のほか，懸垂性菌類のＢａｒhella HagellifeΓαが見られ，もっぱら南方系の要素で占められている．

渓流周辺の湿岩上には，西南日本では極めて珍しい北方要素のFhiloれＯtiｓ ｆｏｎtａｊｉａ(var. seria･α)

が見つかる．近くには南方要素のＥｒｉｏｂｕｓ ｉａｂｏｎｉｃｕsや(:ｊｌｏｓｓａｄｅｌｂｈｕｓｏｇａtａｅ．Wijfeia hoｒｎｓchｕchii

か生育している．　このようにお互い顕著な北方および南方要素が相並んで生育する例は，この工石

山では，後に述べるＨｙｌｏｃｏｍｉｕｍ ｓμｅｎｄｅｎｓとＬａぷｃｏｂｒｙｕｍ.ｓｃａｂｒｕｍの例でも見られる．渓流沿い

の湿った土の上にはＲｈｏｄｏｂりｕｍ ｇｉｇａｎtｅｕｍやＥｕｒh'ｙれchiｕｍ ａｒbｕｉｃｕlaが，腐植土上にはSj＞ｈａｇ-

ｎｕｍ.　ｂａｌｕｓtｒｅ，そしてやや乾燥する場所にはｓｐｈａｇｎｕｍ ｇｉｒｇｅｎｓohniiか小群落を形成している．

　山頂部山腹の森林の高木層にはモミ，アカガシが多く，低木層にはハイノキ，シキミが多い．稜

線部では高木層をヒノキ，ツガが占め，低木層にはホンシャクナゲ，クロソヨゴ，アセビなどが多

しｙ　ブナも少ないが見られる．このような乾燥した場所の樹幹上には，Ｄｏりａ ｊａｂｏｎｉｃａ，Giｙｐｈｏ-

mitｒiｕｔｎ ｍｉｎｕihｓi-ｍｕｍ， Ｈａｂｌｏｈｙｍｅｎｉｕｍ　ｆｏｎｇｉｎｅｒｏｅ，Ｈｏｎｄａｅｌｌａ　ｂｒａｃｈｙtheciella，ljeｕｃｏｄｏｎ

ｎｏｅｕchii，Ｍ ａｃｒｏｍｉtｒiｕｍ ｐｒｏｌｏｎｇａはｍ，Ｏｋａｍｕｒａｅａ　hafeontｅｎｓiｓ，ＳｃｈＺｏthei-ｍｉａ　ｊａｂｏｎｉｃ,ａなど

我国のブナ帯域で旺盛に生育する種が見られる．遊歩道沿いの腐植土上には， Ｐｏｇｏｎａｉｕｍ ｃｏｎ‘

tｏｒlｕｍ． Ｐ． ｉａｐｏｎｉｃｕｍ, KhiｚｏＲｏｎｉｕｍ ｄｏｚｙａｎｕｍ, Ｈｙ pnｕm fｕ)iｙａ７ｎａｅ,Ｂｒｏ£ｈｅｒella　ｈｅｎｏｎｉｉ．

Ｌｅｕｃｏｂりｕｒｎｂｏｗｒingiｔが出現する．
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　山頂部には大小様々なチャートの露出か見られ、特にその大きなものには「妙体岩」とか･「屏風

岩」などの名がつけられている．天然林内のものは腐植土や藤苔類でよく覆われているが、山頂部

北東面に広がる若いスギ植林地には無数の露出したチャートか見られ、その白い岩肌が周囲の緑に

映えて特異な景観を呈している．このような場所では小さな谷筋部を除いてよく乾燥していて、部

類フロラは比較的単調である．日当りの良いチャーlﾄ岩上には、ＧＴｉ-ｉｍｎｉａ ｂｉｌｉｆｅΓａやＲｈａｃｏｍｔtｒi-

ｕｍ faｓｃｉｃｕlaｒｅｖ２ｉＴ.ａtｒｏｖiｒｉｄｅ、Ｒ．ｃａｒｉｎａtｕｍ、Ｐ£ｙｃｈｏｍｉｌｒiｕｒalineaTifoliｕｍ、Ｐ. faｕｒieiな

どの岩上性の菌類のほか、樹幹や腐植土上にも出現するChりｉｏｃｌａｄｉｕｍ. ｒｅtｒｏＴ％ｕｍ、Ｓｃｈ.lothetＴｎ.ｉａ

ｊａｂｏｎｉｃａ、Ｄｉｃｒｏｎｕｍｌｅｉｏｄｏｎtｕｍ、Ｄｉｃｒａｎｏｌｏｍａりlindｒｏt hecitｉｍ、Pilolｒｉｃｈｏｂｓiｓｄｅｎtａｉａ、Ｄｏりａ

]ａｂｏｎｉｃａ、Ｍｅtｅｏｒiella ｓolｕtａ などが生育している．　また、そのような場所の土壌の堆積する所に

はＰｏりtｒichaｓtｒｕｍ ｆｏＴｉｎｏ％ｕｍか生育している．　岩隙にはＳｙＴｒｈｏｂｏｄｏ７ｉ ｊａｆｃｏｎｉｃｕｓが見られる．

天然林内の日陰になったチャート上や、先に述べた遊歩道大蔭線沿いの日陰でやや湿度の高い小さ

な谷間のチャート岩壁には、Ｄｉｃｒａｎｏｄｏｎtiｕｍ ａφ・■ｕlｕｍ、Ｄ.　ｕｎｄｎａ£ｕｍ、Ｂｒｏtheｒｅｌｌａ ｃｏｍｐｌａｎａｉａ

が多い．もう少し乾燥した岩にはＬｅｕｃｏｌｏｍａ ｏｋａｍｕｒａｅやIｓｏtiiecｘｗｍ ｄｉｖｅｒｓifoTｒｎｅ、Ｋａｃｏｍｉｉｒiｕｍ.

ｄｉｍｉｎｕtｕｍが現われ、まれに少量ではあるが､ Ｓｙｒｒｈｏｐｏｄｏｎ　tｏｓａｅｎｓiｓを見つけることができる．

チャートの露頭の上部で厚い腐植土に覆われる場所では　Ｍｙｌｏｃｏｍｉｕｍ　％ｂｌｅｎｄｅｎｓ　か多い．岩壁が

湿っていると、その面にＢｒｏtheｒｅｌｌａ ｃｏｍｂｌａｎａtａのマットか広がり、その上に南方要素である

Ｌｅｕｃｏｂりｕｍ　ｓｃａｂｒｕｍ　が垂れ下かっているのを見つけることかできる．亜高山帯に本拠をもつ

Ｈｙｌｏｃｏｍｉｕｍ ｓｂｌｅｎｄｅｎｓか工石山ではわずか海抜900mくらいから出現しはじめる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　分布上注目すべき蘇類j

　1) Claopodium gracillimum (Card, et Th6r.) Nog.　ホソハリゴケ

　本種の分布域は比較的狭く，台湾と日本にその分布が知られている稀な種である．我国での分布

域は九州中部（大分県）以南となっているが，今回，弘瀬の鏡川河畔の転石上で本種を発見でき

た．四国からは最初の記録である.

　Specimen examined : Kishi-921.

　2) Didymodon michiganensis CSteere) Saito　イトフタゴゴケ（新称）

　北米とアッサム，日本にその分布が知られていて, Saito (1975)は，木種は我国では低地に広

く分布することを指摘している．しかし，その産地は関東地方以西に限られている．四国地方では

これが最初の報告である．工石山南麓の日比原～桑尾の石灰岩上で見つかった･

　Specimen examined : Kishi-994.

　3) Ditrichum macrorhynchum Broth. ヒメキンシゴケ

　日本固有種の一つであり，本州～九州にかけて分布している．四国地方からは初めての記録とな

るか，工石山では路傍の土上にＰｏｇｏｎａｌｕm infleｘｕｍや/）痛臨sｐ.などと共に生育していて，

珍しい種ではない．四国地方各地に広く分布していると考えられる.

　Specimens ｅχａｍｉ･ned: Kishi-232, -335, -583, -589～600, -771, -1282.

4) Duthie】】ａｗal】ichii(Mitt.) C. Muell.オオノコギリゴケ

本種はインドネシア，フィリピン，インド，ネパール，中国，台湾にも分布することか知られて
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いる南方要素で，我国では本州（山口県）～九州～沖縄から報告されている．我国で,は石灰岩上に

好んで生育するが，外国では樹上やその他の岩上に生育するようである．我国にはノコギリゴケ属

の種として３種生育することか知られているか，その内最･も稀な種である．桑尾周辺の鏡川に面し

た，湿度の高い，日陰の石灰岩上に大きなマットを形成していた.

　Specimens examined : Deguchi-23503, -23511, -23512.
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図３．シバゴケ（ａ－ｊ）およびイトフタゴゴケ（ｋ一ｔ）．

　　　ａ．植物体、×７．ｂ一ｆ．葉、×25. g.葉基部の細胞、×325. h-j.葉の横断面、

　　　×325. k、植物体、×19. I、ｍ.葉、×44. n、葉の上部の細胞、×325. o.葉の基部の細

　　　胞、×325. p ―s.葉の横断面、×225. t.無性芽、×225. (a―1 ：岸Ｎ０. 1281 より

　　　描画；ｋ－ｔ：岸Ｎ０. 994)Ｃａｒｃｋｅａjleエiioｓａ(Griff.) Marg. et Nork. （ａ一j）＆

　　　Ｄｉｄｙｍｏｄｏｎｍｉｃｈｉｇａｎｅｎｓi:s(Steere) SaitoCk― t). a. Plant、×7よb ― f. Leaves、

　　　×25. 8. Basal laminal cells、 ×325、h ― j . Cross-sections of leaf、 ×3･･25. k｡

　　　Plant、×19.】、m. Leaves、×44. n. Upper laminal cells、×325. o. Basal laminal

　　　cells、×325にp－･s . Cross-sections of leaf、× 225. t. Gemmae、×225. (a-j :

　　　Drawn from Kishi Ｎ０. 1281 ； k-t : Kishi N0. 994)｡
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　5) Garckea flexuosa (Griff.) Mare, et Nork. シバゴケ

　東南アジア各地に広く分布する南方要素である. Sakurai (1937)によって熊本県市房山から日

本新産として報告されたか，それ以後他の産地か知られず，確実に日本に産するかどうか疑問視さ

れたこともある．しかし, Iwatsuki, Smith & Suzuki (1976),岩月(1978)によってその生育か

確められ，屋久島，日南市，下甑島，和歌山県潮岬から報告された．既報の分布域から考えて，四

国地方にもその生育か期待されていた．高川周辺の路傍の法面上にＴｒｅｍａtｏｄｏｎ ｌｏｎｇｉｃｏｌｌｈと混

生していた．今後，南四国からは相ついで見つかるものと思われる．標本は，これまで我国で得ら

れた他のものと同様，胞子体をつけていない.

Specimens examined : Kishi-1281 ，-1282.

　6) Isopterygium minutirameum (C. Muell.) Jaeg.シロハイゴケ

　熱帯地方を中心に分布する種で，日本では本州～九州に知られている．四国からの記録がなかっ

たので報告しておく．平石の神社境内の枯れた立木上に生育していた･

　Specimen examined : Deguchi-22912.

　7) Philonotis fontana (Hedw.) Brid. var. seriata (Mitt.) Brid.ソロイバサワゴケ（新称）

　北半球に広く分布し，我国では山地の渓流沿いや泉などの湿地の土上や岩上に生育するが，四国

地方ではこれまで石鎚山で知られているだけであった（OChi 1962).本変種は一般的に，葉細胞

の中央にパピラをもち，基本種に比べてより太い中肋をもつことなどで特徴づけられているが，工

石山産の標本は，パピラの位置は基本種と同じであり，太い中肋をもっている．　しかし，こういう

型も本変種の範鴎に含められている（OChi 1962)･

　Specimens examined : Kishi-532, Deguchi-22805.

　8) Rhabdoweisia crispata (With ) Lindb.ナメノヽヤスジゴケ

　北半球に広く分布する種であるが，南米からも報告かある，我国では北海道から九州に分布する

ごく普通の種である．山道の路傍の土上あるいは転石上の土のたまったところによく見つかる．文

献上，四国から本種はまだ知られていないようなのでここに報告しておく，

　Specimens examined : Kishi-1321 , Deguchi-22847.

　9) Thuidium pygmaeum B.S.G.ミジンコシノブゴケ（新称）

　北米，中国（東北地方），朝鮮半島に分布し，我国では青森県～熊本県に点々とその産地が知ら

れている小形の祚類である．四国からは本報告が最初の記録となる．渓流沿いの日陰の岩上に薄い

マットを形成している．植物体が小さいため見逃されやすい.

　Specimens examined : Kishi-1551, Deguchi-22769-

　10) Wりkia nakanishikii (Broth.) Crum　コウヤノヽイゴケ

　日本固有種で，これまで本州と九州から知られているが詳しい分布はわかっていない．工石山に

はW. hornschuchiiも産するが，それより植物体は大きく，葉形もＷ hoｒｎｓchｕchitのように

基部で著しく狭くなるということはない．葉細胞壁は厚膜で部分的にくびれる．四国各地でも今後

更に見つかるものと思われる．
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　　　ａ・植物体，×１９．　ｂ，Ｃ・葉，×44. ｄ・　葉の上部の細部(腹面)｡〉≪225,･，ｅ ･，葉の。
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　　　細胞4×225･，[ａヽ－f:出口Ｎ０.･22805よ'り描画]; g―0･ :‘岸No:ヽ791).Ｐ･Ｋtｌｏｎｏtts･

　　　ｆｏｎｌａｎａ(Hedw.)Brid. var. sｅｒiatａ(Mitt.) Brid･(･ａ－ f,)IＳｕWiikiaパxａｋａｎｉｓhi�･

　　　(Broth.) Crum ( g ― o )・ａ. Plant,×19. b， Ｃ. Leaves,×44. d. Dorsal view

　　　of upper laminal cells,×225- ｅ. Ventral view of upper laminal cells,･　×･225･ F:

　　　Ventral view of basal laminal Ｃｅ凪　×225- g-. Plant;　×'1.　hクーj. Stemヽleave斗

　　　×25 .　k －ｍ .　Branch leaves, ×25.　ｎ. Middle｡cells, of stem, leaf,×22.5.-　ｏ,･

　　　Angular cells of stem leaf, ×225･(ａ － f : Drawn from Deguchi Ｎ０. 22805 ； g

　　　－ｏ : Kishi N0. 791)・
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　本目録作成のもとになった標本は，岸の標本番号235,～･1002V 1026･～■io;7o-｡r239'~1438-.,15-5.1～

1648,出口の17187～17243, 22761～22918, 23:036～2.3070, 2312'2.'ヽ'231.9乱2,3529.～-2.3:5,37であ.る．

これら標本は高知大学理学部生物学教室に保存されている．
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-

　　　SPHAGNACEAE　ミズゴケ科

ｓｐｈａｇｎｕｍがＴｇｅｍｏｈｎｉｉ　Ｒuss.ホソバミズゴケ

Ｓ、ｂａｌｕｓtｒｅＬ.オオミズゴケ　　　　　　　゛

　　　TETRAPHIDACEAE　ヨツバゴケ科

ＴｅtｒaphiｓbellｕｃｉｄａHedw.ヨツバゴケ

　　　DIPHYSCIACEAE　イクビゴケ科

Z:^iphｙsciｕｍfｕlｖifoliｕｍMitt.イクビゴケ

Ｔｈｅｒiotia　loｒｉｆｏｌｉａCard.クマノゴケ

　　　　POLYTRICHACEAE　スギゴケ科

Ａtｒichｕｍｒりｓ£砂hｙllｕｖｉ(C.Muell.) Par.ヒメタチゴケ

λ.ｕｎｄｕlatｕｍ(Hedw.) P. Beauv. vｚｘ. ｇｒａｃぶｓｅtｕｍBesch.ムツタチゴケ

Ａべｙafeｕｓｈｉｍｅｎｓｅ　(Horik.)Mizushima　ヤクシマタチゴケ

ｊＢａｒtΓａｍｉｏｂ％i％leｓｃｕｒii(James) Kindb.フウリンゴケ

Ｐｏｇｏｎａtｕｍｃｏれtｏｒtｗｍ(Bird.)Lesq.コセイタカスギゴゲ

Ｐ．伍ｆｌｅｘＭＴｎ(Lindb.)Lac.コスギゴケ

j）.　ｉａｐｏｎｉｃｗｍSull. et Lesq. セイタカスギゴケ

Ｆ.ｎｅｅｓii(C. Muell.) Dozy　ヒメスギゴケ

Ｐ、ｎｉｂｂｏｎｉｃｕｍNog. et Osada　シンモエスギゴケ

Ｐ．がｎｕｌｏｉｕｍMitt, y、ミズゴケ

Polillｒichaｓtｒｕｍｆｏｍｗｉｕｍ(Hedw.) G.L.Smith ｖａｔ.　intｅｒｓｅｄｅｍ(Card.)Iwats. et Nog.

イブキスギゴケ

　　　FISSIDENTACEAE　ホウオウゴケ科

Fiｓstｄｅｎｓ　ａｄｅｌｂｈｉｎｕｓBesch.コホウオウゴケ　　　　　　　　’卜

Ｆ.ｃｒｉｓlatｕｓWils. ex Mitt. トサカホウオウゴケ

Ｆ、doii Sak. マルバホウオウゴケ　　　　　　　　　　　　．

Ｆ.ｇ。liniβＯＴＵＳDozy et Molk. var.ｎａｇａｓafetｎｕｓ(Besch.)Iwats.ナガサ､キホウオウゴケ

F. geppii Fl. ジョウレンホウオウゴケ

Ｆ、ｇ:ｙｍｎｏｇでｙれｕ％Besch. ヒメホウオウゴケ

Ｆ、ｚｉｂｂｅｌｉａｎｕｉDozyet Molk.サクラジマホウオウゴケ

Ｆ.　latｅｒａｌｈBroth.チャボホウオウゴケモドキ

Ｆ.　nobi･ZむGriff.ホウオウゴケ

Ｆ.　tａｘifoHｕｓHedw. キャラボクゴケ

Ｆ．tｏｓａｅｎｓiｓBroth.チャボホウオウゴケ

　　　　DITRICHACEAE　キンシゴケ科

Ｇａｒｃｋｅａ　fEeエｕｏｓａ　(Griff.)Marg. et Nork. シバゴケ

ＴｙitｒichｕｍｍａｃｒｏｒhｙｎｃｈｕｖｉBroth. ヒメキシンゴケ

Ｄ. pallidｕＴｎ(Hedw.) Hampe　牛ンシゴケ
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Cｅｒａtｏｄｏｎｂｕｒｂｕｒｅｕ％(Hedw.)Brid.ヤネノウエノアカゴケ

　　　SELIGERIACEAE　キヌシッポゴケ科

ＢｌｉｎｄｉａｊａｂｏｎｉｃａBroth.コシッポゴケ

　　　　DICRANACEAE　シッポゴケ科

ＴｒｅｍａtｏｄｏれｌｏｎｇｉｃｏｌｌねMichx. ナガダイゴケ

Ｄｉｃｒａれella　hetｅｒｏｍａｌｌａ(Hedw.)Schimp.ススヰゴケ　　　　‘

£）、tｏｓａｅれｓiｓBroth.ex Ihs.　トサノススキゴケ

ＣａｍｐｙＬｏｂｕｓｉａｂｏｎｉｃｕｓBroth ヤマトフデゴケ

Ｃ.　ｕmbellatｕｉ(Arn.) Par.フデゴケ

£）ｉｃＴａｎｏｄｏｎtiｕｍ.ａ％ｂｅｒｕlｕｍ(Mitt.)Broth.カタバユミゴケ（新称）

£）｡ｄｅｍｉｄａtｕｍ(Brid.)E.G. Britt.ユミゴケ

Z:ｙlふれＣ伍ａは:m(Harv.) Jaeg.ヘリトリシッポゴケ

Ｂｒｏtheｒａｌｅａｎａ(Sull.) C. Muell.シシゴケ

Ｈｈａｂｄｏｖむeiｓｉａｃｒｉｓｐａtａ(With.)Lindb.ナメハヤスジゴケ

ＤｉｃｈｏｄｏｎttＭＴＯ.　bellｕｃｉｄｕｍ(Hedw.)Schimp.シメリイワゴケ

Ｏｎｃｏｂｈｏｒｕｓ　ｃｒiｓbifoliｕｓ(Mitt.)Lindb.チデミバコブゴケ

var. bre･ひｉｂｅ%(Card.)Ihs,コエノコブゴケ

Ｈｏｌｏｍｉtｒiｕｍ.ｄｅｎｓifoliｕｍ(Wils.)Wijk et Marg.マイマイゴケ

£）ｉｃｒａｎｕｍｃａｅｓiｕｍMitt. アオシッポゴケ

£）.iiagellaｒｅHedw. ヒメカモジゴケ

£）、ｈａｍｕloｓｕＴＴｉMitt. カギカモジゴケ

Z:）］ａｂｏｎｉｃｕｍMitt.　シッポゴケ　　.

Ｄ、ｌｅｉｏｄｏｎtｕｍCard ｡ ナスシッポゴケ

Ｄ.　ｍａｙｒiiBroth. コカモジゴケ　　　　　　　　　　　　　　’

Z）.ｎｉｐｂｏｎｅれｓｅ　ＢｅｓCh.オオシッポゴケ

£）、ｓｃｏｂａｒiｕｍHedw. カモジゴケ

Ｄ.　ｖiｒｉｄｅ(Sull.et Lesq.) Lindb. vａｒ.hafefeodenｓｅ　(Besch.) Tak.タカネシッポゴケ

ＤｉｃｒａｎｏｌｏｍａりｌｉｎｄＴｏtheciｕｍ｡(Mitt.) Sak.ミヤマシッポゴケ

ＬｅｕｃｏｌｏｍａｏｋａｍｕｒａｅBrothイボマッバゴケ

　　　LEUCOBRYACEAEシラガゴケ科

ｈｅｕｃｏｈｒｙｕｍｂｏｖａｎ･ｎｇｉｉMitt. アラハシラガゴケ

Ｌ.　ｎｅｉｌｇｈｅｒｒｅｎｓｅＣ. Muellホソバオヰナゴケ

Ｌ.　ｉｃａｂｒｕｍLac. オオシラガゴケ

　　　CALYMPERACEAE　カタシロゴケ科

Ｓｙｒｒｈｏｐｏｄｏｎｉａｐｏｎｉｃｕｉ(Besch.) Broth.カタシロゴケ

Ｓバａｒｍｉｎａtii Broth et Par. ヒメイサワゴケ

S.tｏｓａｅｍｓiｓCare!.イサワゴケ
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　　　POTTIACEAE　センボソゴケ科

Ａｎｏｅｃtａｎｇｉｕｍtｈｏｍｓonii Mitt. イトラッキョウゴケ

Ｓｃｏｂｅｌｏｂｈｉｌａｃａtａｒａｃtａｅ(Mitt.) Broth.ホンモンジゴケ

Ｓバiｓｕlatａ(Spruce) Spruce　イワマセンボンゴケ

ＷｅｉｓｓｉａｅｄｅｎｉｕlaMitt. Jヽナシヤスジゴケ

W. CO､itrover∫a Hedw.ツチノウェノコゴケ　　　　　　　　　　　、

Ｇｙｍｎｏ＄tｏｍｉぷｍｒｅｃｕｒりiｒｏｓtｒｅHedw.オウムゴケ

Ｔｕｅｒfeheimia a曜

ＴｒichostＯＴｎｉtＴｎ.bｒａｃｈｙｄｏｎtiｕｍBruch　クチヒゲゴケ

Ｐ　％ｅｕｄ.ｏ％ｙmbleph.ａｒｈ　ａｎ即ｓtａtａ(Mitt.) Chen　アナシッポゴケモド牛

Ｔｉｍｍteltａ ａｎｏｍａｌａ(B.S.C.) Limpr.センボンウリゴケ

Ｏエｙ％tｅｇｕ％ｃｙlindｒicｕi(Brid.) Hilp.ツツクチヒゲゴケ

Ｈｙophila inｖolｕia(Hook.) Jaeg.カタハマキゴケ

Ｈ. ｂｒｏｐａｇｕlifeｒａBroth.ハマキゴケ

Ｂａｒbｕｌａｉｎｄｉｃａ(Hook.) Spreng.　ﾄ･ウヨウネジヒゲゴケ

Ｂ、sｕｂｃｏｍｏｓａBroth.ケネジクチゴケ

Ｂ.　ｕｎｅｕicｕlatａHedw.ネジクチゴケ

Ｄｉｄｙｍｏｄｏｎｃｏｎst　ｒtｃtｔtｓ(C.Muell.) Saito　チュウゴクネジクチゴケ

var.御衣ｃｕｓ＾iｓ(Broth.) Saito　ホソバチュウゴクネジクチゴケ（新称）

Z）.　■ｍtchtｅａｎｅｎsiｓ(Steere)Saito　イトフタゴ｀ゴケ（新称）

Ｔｏｒtｕlaｒhiｚophｙlla(Sak.) Iwats. et Saito　ナガバヒョウタンゴケ

Weisiopsi‘sむ20m�a Broth, et Par. ホソコゴケモド牛

　　　GRIMMIACEAE　ギポウシゴケ科

Ｇｒi-ｍｍｉａ　bilifeｒａP Beauv.ケギギウシゴケ

Ｓｃｈtｓtidiｕｍ　ａｂｏｃａｒｐｕｍ(Hedw.) Bruch et Schimp ノ　ギポウシゴケ

Ｒａどｏｍｉtｒiｕｍｃａｎｅsｃｅｎs(Hedw.) Brid.スナゴケ

var. er必oides (Brid. ) Hampe　ノヽイスナゴケ

Ｒ、ｃａｒｉｎａtｕｍCard. チョウセンスナゴケ

Ｒ、ｆａｘicｔ£Iａｒｅ(Hedw.) Brid. var、ａtｒｏりiｒｉｄｅCard.ナガ｀エノスナゴケ

Ｒ．hetｅｒｏｚtichｕｍ(Hedw.) Brid. vａＴ.　ｄｉｍｉｎｕ皿･.m(Card. )' Nog.牛lスナゴケ

ＰtｙｃｈｏＴｎｉtｒiｕｍ.ｄｅｎtａtｕｍ(Mitt.) Jaeg.ハチデレゴケ

Ｐ、ｆａｕｒｉｅｉBesch. ヒダゴケ

ノ）.ｌｉｎｅａｒifoliｕｍＲｅｌｍ. et Sak. ナガバチヂレゴケ

Ｐ . ｐｏｌｙphｙlloideｓ(C. Muell.) Par.シナチデレゴケ

j）、ｓｍｅｎsｅ(Mitt.) Jaeg.チヂレゴケ

　　　ERPODIACEAE　ヒナノハイゴケ科

ＶｅｎはＴｉｅｌｌａsｉｎｅｎsis(Vent.) C. Muell.ヒメシワゴケ

G13ゆｈｏｍttｒiｕｍｈｕmillimｕｍ(Mitt.) Card.サヤゴケ

Ｇ、ｍｉｎｕtｕｓimｕｖi(Okam.) Broth.チャボサヤゴケ
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　　　　FUNARIACEAE　ヒョウタソゴケ科

Ｐ　hｙｘｏｖiitｒiｕｍ、ｓｂｈａｅｒicｕｍ　(Ludw.)Fuern.アゼゴケ

Ｆｕｎａｒｉａｈ:ｙｇｒｏｍｅtｒtｃａHedw.　ヒョウタンゴケ

　　　BRYACEAE　カサゴケ科

Ｐｏｈｌｉａｃａｍｂｉｏtｒａｃｈｅｌａ(Ren.et Card.) Broth.牛ヘチマゴケ

Ｐ、μｅエｕｏｓａHook.ケヘチマゴケ

？．ｂｒoltｇｅｒａ(Lindb.) Arn,ホソエヘチマゴケ　　　　　　　　　　　　　　　　１

Ｐ .　■ｗａｈｌｅｎｈｅｒがli(Web. et Mohr) Andrews　チョウチンハリガネゴケ

Ｅｂｉｂtｅｒ'ｖgiｕＴｎtｏｚｅｒi(Grev.) Lindb.アカスジゴケ

ＢＴａｃｈｙｖtｅｎｉｕｍｅｘile(Dozy et Molk.) Bosch et Lac. ホソウリゴケ

ＡれｏｍｏｂＴｙｕｍfllifoｒｒａｅ(Dicks.) Solms var. ｒ.ｏｎｃｉれれalｕｍ(Spruce) Loeske　ヒメギ

ンゴケモドキ

ＲｒｙｕｍａｒｇｅｎｉｅｕｍHedw. ギンゴケ

Ｂ ａtｒｃｒoiｒｅｎｓVill. ｅχ Brid. アカミノハリガネゴケ

Ｂ . billaｒｄｉｅｒiSchwaegr. ツクシハリガネゴケ

召.ｃａｂｉｌｌａｒｅHedw.ハリガネゴケ

Ｂ. 　ｂsｅｕｄｏ-iｒiｑｕelｒｕｍ(Hedw.) Gaertn.オオカサゴケ．

Ｂ、tｏｒtifoliｕｍ Brid.ランヨウハリガネゴケ

Ｋｈｏｄｏｂｒｙｕｍｇｉｇａｎtｅｕｍ(Schwaegr.) Par.オオカサゴケ

　　　MNL

Ｏｒtｈｏｍｎｉｏｎｄｉｌａはtｕｒｎ.(Mitt.)Nog.タチチ.ヨウチンゴケ

Ｔｒａｃｈｙｃｙｓtisiiagellaｒｈ(Sull. et Lesq.) Lindb.エソチョウチンゴケ

Ｔ.　ｍｉｃｒｏｐｈｙlla（Ｄｏｚｙet Molk.) Lindb.コバノチョウ子.ンゴ

Ｍｎｉｕｍ.ｈｅｉｅｒｏｐｈｙllｕｍ.(Hook.)Schwaegr,コチョウチンゴケ

Ｍ.　ｌａｅ･UiれｅｒｖｅCard.ナメリチョウチンゴケ　　　　　　　　　　｀

ＲhiｚｏｍｎｉｕｍｈａttｏｒiiKop. /ヽツトリチョウチンゴケ

尺.ｓiｒiaiｕlｕｍ(Mitt.) Kop.スジチョウチンゴケ

Ｒ.　iｕomikoikii Kop. ケチョウチンゴケ

Ｐｌａｇｉｏｍｎｉｕｍ.ａｃｕは<.m(Lindb、) Kop.コツボチョウチソゴケ

Ｐ .　ｉａｂｏｎｉｃｕｒｎ.（Lilndb二)Kop.ナガバチョウチンゴケ

Ｐ、ｍａｘｉｍｏｖicｚii(Lindb.) Kop.ツルチョウチソゴケ

フ）.SI£ｃｃｕｌｅｎｌｉ£m(Mitt.) Kop.アッバチョウチンゴケ

フ）．■ｕｅｓｉｃａはm(Besch.) Kop.オオバチョウチンゴケ

　　　RHIZOGONIACEAE　ヒノキゴケ科

RhiｚｏｇｏｎｉｕｍｂａｄａｋｅｎｓｅＦ１．　ピハヒノキゴケ

Ｒ. ｄｏりａｎｕｍ Lac. ヒノヰゴケ

　　　BARTRAMIACEAE　タマゴケ科

ＢａｒｌＴａｍｉａｂｏｍｉｆｏｒｍｉｉHedw. var.。Ｚｏ即ta Turn.タマゴケ
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Ｐｈｉｌｏｎｏtｈ　ｆａｌｃａは(Hook.)Mitt.カマサワゴケ

Ｐ、和ボａｎａ(Hdw.) Brid. var. s�ata (Mitt.) Brid、シ・千バサワゴケ（新称）

Ｐ.　thｔｕａttｅｓiiMitt. ツクシサワゴケ

Ｐ.tｕｒｎｅｒiaれa(Schwaegr.) Mitt.オオサワゴケ

　　　ORTHOTRICHACEAE　タチヒダゴケ科

Ｏｒtho�chｕｉｎｃｏｎｓobｒijiｕｍCard. タチヒダゴケ

Ｖｌｏtａｃｒi％ｂａ（ﾘedw.) Brid.カラフトキンモウゴケ

varバｏｎｇｉか>lia(Dix. et Sak.) Iwats.ナガバキンモウゴケ

ＭａｃｒｏｍｉtｒiｕｍｆｅｒｒｉｅｉCard,et Th6r. リュウキュウミノゴケ

Ｍ. ｇｙｍれｏｓｌｏｍｕmSull. et Lesq. ヒメミノゴケ

Ｍ.　]ａｂｏｎｉｃｕ７)iDozy et Molk. ヤマトミノゴケ

Ｍ、ｂｒｏｌｏｎｇａtｕｍMitt. ナガミノゴケ

ＳｃｈｌｏtｈｅｉｍｉａｊａｐｏｎｉｃａBesch.et Card. モミゴケ

　　　RACOPILACEAE　ホコ･'ケ科

Ｒａｃｏｂｉｌｕｍａｒiｓtａtｕ-ｍ.Mitt.ホゴケ

Ｒ、げ、ｆｅｒｒieiTh^r.　ホゴケの一種

　　　CLIMACIACEAE　マンネンゴケ科

ＣｌｉｍａｃｉｕｖｉｊａｂｏｎｉｃｕｍLindb. コウヤノマンネングサ

　　　HEDWIGIACEAE　ヒジキゴケ科

Ｈｅｄｔむiがaciliatａ(Hedw.) P. Beauv.シロヒジキゴケ

　　　CRYPHAEACEAE　ツルゴケ科

Filotｒｉｃｈｏｂsiｓｄｅｎｉａtａ(Mitt.)Besch.ツルゴケ

Ｆｏｒsstｒｏｅｍｉａ　tｒichomiiｒia(Hedw.)Lindb.スズゴケ

　　　　LEUCODONTACEAE　イタチゴケ科

しｕｃｏｄｏれｎｏｇｕchiiIwats. ヤマトイタチゴケ

ＤｏｚｙａｊａｐｏｎｉｃａLac.　リスゴケ

　　　TRACHYPODACEAE　ムジナゴケ科

Ｔｒａｃｈｙｂｕ％hicoloｒ Reinw. et Hornsch.ムジナゴケ

Ｔ．ｈｕmiZiｓLindb.ホソムジナゴケ

£）ｕthiella　ｉｌａｃｃｉｄａ(Card.)Broth.タイワンノコギリゴケ

Ｄ、ｌむ�lichii(Mitt.) C. Muell.オオノコギリゴケ

　　　　PTEROBRYACEAE　ヒムロゴケ科

ＢＡｉｍｙｕｒiｕｍ％inicｕｍ(Mitt.) Nog.ケナワゴケ

Ｐaliｓａｄｕｌａｃｈりｉｏｐｈｙlla(Card.)Toy.牛ノクニキヌタゴケ

Ｍｅtｅｎｒiella.Siolｕtａ(Mitt.) Okam.オオミミゴケ
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PtｅｒobｒｙｕｍａｒbｕｓｃｕlaMitt.ヒムロゴケ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尚

　　　METE ORI ACE AE　ノヽイヒモゴケ科

^Ａｅｔｅｏｒiｕmbｕｃｈａｎａｎ.it(Brid.) Broth, subsp､、helｒｒｄｎｉｈｏｃｌａｄｕlｕｍ.(Card.) Nog.コハイヒモ

ゴケ

Ｍ.％ｕhpol、

Chｒｙｓｏｃｌａｄｉｕｍ　ｒｅtｒｏｒｓｕｍ(Mitt.)Fl.ソリシダレゴケ

Ａｅｒobりｏｐｓiｓｓｕhdiｖｅｒｇｅｎｓ(Broth.) Broth.ミズスギモドキ

Ｂａｒｈｅｌｌａｅｎｅｒｕis(Thwait. et Mitt.) Fl.牛ヌヒバゴケ

β．＾agellifeｒａ(Card.) Nog.キョスミイトゴケ

Ｂ. ｂｅｎｄｕla･(SuU.) Fl.イトゴケ

Ｐｓｅｕｄｏｈａｒbellaaltｅれｕａtａ(Thwait. et Mitt.) Nog.サメジマタスキゴケ

Ｐ、leｖieｒi(Ren. et Card.) Nog.タカサゴサガリゴケ

Ｐ、ＴｎｏtＨssｉｍａ(Broth.) Nog.　トサノタスキゴケ

　　　NECKERACEAE　ヒラゴケ科

Biｓｓｅttａｌｉｎｇｕlatａ(Mitt.) Broth.シタゴケ

ＮｅｃｆｅｅｒａβｅエiΓａｍｅａCard. コメリンスゴケ

Ｎ. 　ｆｅｏｎｏｉBroth, タカネメリンスゴケ

Ｎ．れａｆｅａｊｉｍａｅ(Ihs.)Nog、モロハヒダゴケ

ＮｅｃｆｅｅｒｏｐｓiｓｃａｌｃｉｃｏｌａNog.セイナソヒラゴケ

Ｎ.nitidｕla(Mitt.) Fl.リボンゴケ

Ｎ. obtｕｓａtａ(Mont.) Fl.トサヒラゴケ

Ｈｏｍａｌｉｏｄｅｎｄｒｏｎ％ｃａｌbelli foliｕｍ(Mitt.) Fl.キダチヒラゴケ

Ｈｏｍａｌｉ･ａｄｅｌｐｈｕ％tａｒｇｉｏｎｉａｎＭＳ(Mitt.)Dix. et Ｐ. Varde　タチヒラゴケ

Ｐｉｎｎａtella　ｍａｋｉｎｏｉ(Broth.) Broth.牛ブリハネゴケ

Ｔｈｍれohｒｙｕｍ　ｂｌｉｃａtｕlｕｍ(Lac.) Iwats.コトラノオゴケ

Ｔ、ｓａｎｄｅｉ(Besch.) Iwats.オオトラノオゴケ

　　　LEMBOPHYLLACEAE　トラノオゴケ科

Ｄｏｌtｃｈｏｍｉtｒｉｏｂｓiｓ　ｄｒｏｅｒｓifoｒmis(Mitt.)Nog.コクサゴケ

IｓｏtheciｗｍｓｕbdiｘieｒｓifoｒｍｅBroth.ヒメコクサゴケ

　　　　HOOKERIACEAE　アブラゴケ科

Ｍｏｏｋｅｒia　aciilifoliaHook,et Grev. リュウキュウアブラゴケ

Ｅｒiot>ｕｓ　ｉａｂｏｎｉｃｕｓCard. et Th＆.イバラゴケ

£)ｉｉｌｉｃｈｏｂｈｙllｕｍ.■ｍａｉｂａｒａｅBesch.ツガゴケ

　　　HYP OPTERYGIACEAE　クジャクゴケ科

'Ｈ:ｙ＆ｏＭｅりgiｕ７ｎｆａｕｒｉｅｉBesch.クジャクゴケ

Ｈ.　ｉａｂｏｎｉｃｕｍMitt. ヒメクジャクゴケ

(ﾆ^.ｙａtｈｏｐｈｏｒぷａｈｏｏｋｅｒｉａｎａ(GrifF.)Fl.コキジノオゴケ
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C　 tｏｎｆｅｉＴｉｅｎsiｓ(Broth,et Par.) Broth.キジノオゴケ

　　　　THELIACEAE　ヒゲゴケ科

Ｆａｕｒiella、ｉｅｎｕis･、(Mitt.)Card｡エダウローコrゴケモドキ

　　　　LESKEACEAE　ウスグロゴケ科

Ｏｋａｍｉ£ｒａｅａ　bｒａｃｈｙｄｉｃりｏｎ(Card、)Nog.ホソオカムラゴゲ

Ｏ、ｈａｆｅｏｎｉｅｎｓiｓ(Mitt.)Broth.オカ｡ムラゴケ

Ｐｓｅｕｄｏｉｅｓfeeojjｓiｓｚipbelii（Ｄｏｚｙ et Molk.) Broth.アサイトゴケ

　　　THUIDIACEAE　シノブゴケ科

Miｙａｂｅａ　fｒｕiicella(Mitt.) Broth.ミヤベゴケ

Ｈａｐｌｏｈｙｍｅれiｕｍ　loれｇｉｎｅｒｕｅ(Broth.)Broth.ナガスジイ叶ゴケ

Ｈ．１〉ｓｅｕｄｏ-tｒtｓle(C.Muell.) Broth.コバノイトゴケ

Ｈ. ｓieholdii(Dozy et Molk.) Dozy et Molk. イワイトゴケそド牛

Ｈ、tｒiｓtｅ(Ces.) Kindb,イワイトゴケ

ＡｎｏｍｏｄｏｎａｂｈｒｅｖiatｕiMitt. ミヤマギボウシゴケモドギ

Ａ．がｒaldii C. Muell.オオギボウシゴケモドキ

ルminor (Hedw.) Lindb. subsp.intｅｇｅｒｒimｕｓ(Mitt.) I'wats.ギボウシゴケモ･ド牛

Ａ.　ｒｕgelii（Ｃ、Muell.) Keissl.エソイトゴケ

Ａ、･0111cｕloｓｕｓ(Hedw.) Hook, et Tayl. 牛スジキヌイトゴケ

Ｈｅｒｂｅtｉｎｅｕｒｏｎtｏｃｃｏａｅ(Sull. et LesQ,) Card.ラセンゴケ

Ｃｌａｏｐｏｄｉｕｍａｃｉｃｕlｕｍ(Broth.) Broth. ^、リゴケ

Ｃ. ｇｒacillimｕＴｎ(Card, et Th6r.) Nog.ホソハリゴケ

Ｃ. ｐＴｉｏｎｏｂｈｙllｕｍ(C.Muell.) Broth.ナガスジパリ･ゴケ

ＢｒｙｏｈａｐｌｏｃｌａｄｉｕＴｎａｎｇｕｚlifoliｕｍ.(Hampe et Ｃ. Mliell.) Watanabe ef Iwats ノ ミハニワ’ゴケ

Ｂ.　ｍｉｃｒｏｂｈｙllｕｍ(Hedw.) Watanabe et Iwats､.コメバキヌゴケ

Ｂ、ｓchでｊｕｅtｓｃｈｋｅｏｉｄｅｓ(Card.)Watanabe et Iwats. ケゴケモド牛

β.ｓiｒictｕlｕｍ(Card.) Watanabe et Iwats. スジシノブゴケ

ＢＯ逗りａ Ｔｎｔtｌｅｎｉｉ(Broth.)Card.スズゴケ

Thｕidiｕｍ ｃｙmbifoliｕｍ（Ｄｏzｙ et MOlkぐ) Dozy et Molk. ヒプシノブコ1ケ

Ｔ. ｇｌａｕｃｉｎｕｍ(Mitt.) Bosch et Lac. アオシノブゴケ

Ｔ、ｋａｎｅｄａｅSakアソシノブゴケ

Ｔ. ｂｙｇｍａｅｕｍB.S.G.ミジンコシノブゴケ（新称卜

Ｔ.　ｒｅｃｏｅｎｉtｕTii(Hedw.) Lindb. vａr.　ｄｅｌｉｃａｉｖlｕｍ(Hedw.) Warnst.コバノエソシノブゴケ

Ｔ．ｓｂａｒｓiか<lium(Mitt. ) Jaeg.チャボシノブゴケ　　．

　　　AMBLYSTEGIACEAE　ヤナギゴケ科

Ｐｌｅｕｒｏｚiｕｍｓchｒｅｂｅｒi(Brid.) Mitt.タチハイゴケ

　　　BRACHYTHECIACEAE　アオギヌゴケ科

ＨｏｍａｌｏｌｈｅｃｉｕｍｌａｅｖiｓｅtｕｍLac. アツブサゴケ
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Ｐ�ａｍｏｃｌａｄｉｉｍｍａｃｒｏｓl昭治:m(Sull. et Lesq.) Iwats. et Ｔａｋ､.｀ホソヒダゴ｀ケ

Ｂｒａｃｈｙtheciｕm bｔｉｃｈａｎａｎｉｉ(Hook.) Jaeg.ナガ’ヒツジゴケ

Ｂ、ｃｏｒｅａｎｕｍCard. コマノヒツジゴケ

Ｂ. plｕｍｏｓｕｍ　(Hedw.) B.S.G.ハネヒツジゴケ

召．ｂｏｂｕleｕｍ(Hedw.) B.S.G.アオギヌゴケ

Ｂりh�ａれぴｖａｅ-ａれgliae (Sull. et Lesq.) Grout　ヤノネゴケ

Ｂ.　sｕblae･ｖifoliaBroth, et Par. ネジレヤノネゴケ

日.ｒiｓidｕlaDix. et Th＆･.牛ビノヤノネゴケ

Ｋｕｒhｙｎｃhiｕｍ ａｒbｕｓｃｕｌａＢｒ0th.キブリナギゴケ

瓦．ｂｒａｅｌｏｎｅｕｍ(Hedw.) B.S.G.ナガナギゴケ

Ｅ、ｒipaｒｉｏｉｄｅｉ･(Hedw.) Richs.ツキナギゴケ

Ｅ、Ｓａ･ｖａtieｒiSchimp. ex Besch. ヒメナギゴケ

Ｍｙｕｒｏｃｌａｄａ　ｖiaｘｉｍｏｖｕicｚii(Borosz.)Steere et Schof. ネズミノオゴケ

Rh-ｙｎｃｈｏｓtｅがｕmballidifoliｕｍ(Mitt.) Jaeg.コカヤゴケ

　　　ENTODONTACEAE　ツヤゴケ科

‘ＥｎtｏｄｏｎｃａりｃｉｎｕｉCard. サクラジマツヤゴケ

Ｅ ｃｈａｌｌｅｎｅｅｒi(Par.)Card.ヒロツヤゴケ

Ｅ、ｃｕｒｖaliｒａｍｅｕｓCard. マガリツヤゴケ

Ｅ.　ｓiｒaldiiC. Muell.コゴメツヤゴケ（新称）

Ｅ、lｕｒidｕｓCGriff.)Jaeg.スナチノサナダゴケ

Ｅ、ｒｕbicｕｎｄｕi(Mitt.) Jaeg. et Sauerb. エダッヤゴケ

Ｅ. ｓiｔｉｌＴＯａｎtii(C.Muell.) Lindb. var.. versicりlor(Besch.) Mizushima　アキタツヤゴケ

Ｅ ｖiｒidｖlｕｓCard.ミド‘リツヤゴケ

Ｓａｆｅｕｒａｘａｃｏｎｃｈｏｂｈｙlla(Card.)Nog.オオミツヤゴケ

　　　PL AGIOTHECI ACE AE　サナダゴケ科

Ｐ£ａｇｉｏth≪ciｕｍｅｕｒｙｐｈｙllｕｍ(Card,et Th6r.) Iwats.ジョウロイチイゴケ

Ｐ ｎｅｍｏｒｃｄｅ(Mitt.)Jaeg.ミヤマサナダゴケ

Ｖｅsicｕlaｒiafeｒｒｔei(Card, et Th6r.) Broth.　リュウキュウフクロハイゴケ

ｙ．Ｈａｃｃｉｄａ(Sull.et Lesq. ) Iwats.ヨコスカイチイゴケ

Ｔａｘiphｙllｕｍｃｕポdifoliｕｍ(Card.) Iwats.トガリバイチイゴケ

T. ta工iｒａｍｅｕｍ(Mitt.) Fl.キャラハゴケ

ｈｏｐtｅｒｙgiｕｍｍａｅｂａｒａｅSak.ヒゴイチイゴケ

Ｉ、ｍｉｎｕtiｒａｍｅｕｍ(C.Muell.) Jaeg.シロハイゴケ

I. ｐｏｈｌｉａｅｃａｒｐｕｍ(SuU.et LesQ.) Jaeg.アカイチイゴケ

　　　SEMATOPHYLLACEAE　ノヽシボソゴケ科

Ｃｌａ％tobｒｙeLLafeｔｔｓａtｓｕｅｎｓiｓ(Besch.)Iwats.コモチイトゴケ

Ｃｌａ％tｏｈＴｙｅＵａｓｐ.

Ｗtjfeia hoｒｎｘhｕchii(Dozy et Molk.) Crum　ナンヨウトゲハイゴケ

Ｗ．ｎａｋａｎｉｓhikiiCBroth.)Crum　コウヤハイゴケ
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βΓotherella comμα､lata Reim. et Sak. ヒメカガミゴ’ケ

Ｂ. ｆａｕｒiei(Card.) Broth.トガリゴケ

Ｂ.　ｈｅｎｏｎｉｉ(Duby)Fl.カガミゴケ

Ｂ.　ｙｏｋｏｈａｍａｅ(Broth.)Broth.ケカガミゴケ

ＳｅｍａtｏｐりＨｕｍｐｕlchぶurn (Card. ) Broth.セイナンナガハシゴケ

Ｓ、ｒobｕstｕlｕｍ(Card.) Broth.タカサゴキリゴケ

Ｓ. sｕbhｕmile(C. MueU.) Fl. subsp. 　ｍｐｏｎｉｃｕｍ(Broth.)Seki.ナガハシゴケ

ＮｅａｃｒｏｂｏｒtｕTnilagellifeｒｕｍ(Sak.) Iwats. et Nog.イスズゴケ

　　　HYPNACEAE　ノヽイゴケ科

ＧｌｏｓｓａｄｅｌｂｈｕｓｏｇａtａｅBroth, et Yas. ツクシヒラツボゴケ

Ｈｏｎｄａｅｌｌａｂｒａｃｈンtheciぶa (Broth, et Par.) Ando　コアオギヌゴケ

Ｈｏｍｏｍ�Ｈｕｍ ｃｏれれｅｘｕｍ(Card.) Broth.エソキヌタゴケ

ど.j ａｐｏｎｉｃｏ-ａｄｎａtｕｍ(Broth.) Broth,ヤマトギヌタゴケ

Ｈｙｐｎｕｍ　fｕｎｙａｍａｅ(Broth.) Par.フジハイゴケ

Ｈ、oldhamii(Mitt.) Jaeg.ヒメハイゴケ

Ｈ. blｕｍａｅｆｏｒｍｅ"Ｗ＼IS.ｙヽイゴケ

var. minus Broth. ｅχ Ando　コノヽイゴケ

H｡ ｓafeｕｒaii(Broth, ex Sak.) Ando　オオベニハイゴケ

と.ｓｕｂｉｍｂｏｎｅｎｓLesq. subsp.ｕlophｙllｕｍ(C. Muell.) Ando　ヤマハイゴケ

Ｈ.　tｒi％tｏ-ｖiｒｉｄｅ(Broth.)Par.イトハイゴケ

Ｃtｅｎｉｄｉｕｍ　capilliかdium(Mitt.) Broth.クシノハゴケ　　　エ

Ｃ、hastiJe(Mitt.) Lindb.コクシノハゴケ

　　　RHYTIDIACEAE　フサゴケ科

Khｙtｉｄｉａｄｅｌｂｈｕz　ｉａｂｏｎｉｃｕｓ(Reim.)Kop.　コフサゴケ

Ｇｏｌｌａｎｉａｒｕかｔｏｓａ(Mitt.) Broth.シワラッ＝jゴケ

　　　HYLOCOMIACEAE　ヒョクゴケ科

Ｍｙｌｏｃｏｍｉｕmbｒｅりiｒｏｓtｒｅ(Brld.)B.S.G、ｖａｒ、ｃ四iかＨｕｍ(Lac.) Nog..フトリュウビゴケ

Ｈ．ボｅｎｄｅｎｓ(Hedw.) B.S.G.イワダレゴケ

　　　　　　　　　　　　　　　　文献上知られている種＊

　1) Atrichum undulatum (Hedw.) P. Beauv.ナミガタタチゴケ

　中錦(1905)によってＣａthaｒｉｎａｅａ　の属名で報告されているか，調査した限り，工石山にはそ

の変種のvar.ｇｒaciliieiｕｍは見つかるが，基本種の生育は確図できなかった．中線の報告に使わ

れた植物は上記の変種に属するように思われる．

　2) Polytrichum commune Hedw. var. perigoniale(Michx.) Kindb.シコクウマスギゴケ

　中錦（1905）によって報告された蒜類であるか，日本に産するかどうか疑問とされている．今回

の調査では基本種をはじめ，そのいずれの変種も得ることができなかった．

＊

これらの種は，目録に加えることを控えた
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　3) Polytrichum piliferum Broth. ハリスギゴゲ

　中錦（1905）が報告した種であるか裸名に基づいている．　正体はわからなし

Hedw.の誤りかも知れないが，工石山でその種の出現は期待できない．
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Ｐ．bilifeｒｕｍ

　4) Bryoxiphium norvegicum (Brid.) Mitt, subsp. japonicum (Berggr.) LSve et LOve

エビゴケ

　中錦（1905）がＢ. sｏＴｊａtieｒiの名で報告しているが，今回の調査で生育を確認することができ

なかった．今後の更に綿密な調査によって見つかると思われる．

　5) Oreoweisia japonica Broth.　ミヤマゴケ

　中錦（1905）が新種として報告したが，裸名である. Iwatsuki & Noguchi (1973)は，飯紫

(1929)によってその種が有効名として出版されたとして取り扱っているが，飯紫永吉著「日本産

祚類総説」の39頁にはOreow函fs属の記載と共に“日本産只一種を見る”というノートを与えて

いる．　また，　Ｏ.　ｉａｐｏｎｉｃａBroth. については種の記載がなく，しかも“未だ本種を見ず”と断っ

ている．従って，上記ＯｒｅｏＴｕeiｓia属の記載は０.１ａｐｏｎｉｃａからとられたものではない．正体は

今後解明されねばならないか，Ｄｉｃｈｏｄｏｎtiｕｍ ｂｅｌｌｉＬｃｉｄｕｍの誤りではないかと思われる．

　6) Ptychomitrium wilsonii SuU. et Lesq. コバノヒダゴケ

　木種は，中錦（1905）とNoguchi (1954)によって報告されている．より正確な産地名として

Noguchi (1954)は弘瀬を挙げているが，･この標本は1904年６月に岡村周諦が採集し，ブロテルス

Brotherus A? P.ｄｅｎtａtｕｖiと同定したものである．筆者らは弘瀬周辺を詳しく調査したが本種を

得ることができなかった．本種ではないかと思い採集した標本はことごとくＰ . ｄｅｎtalｕｍ,であっ

た.Ｐ，■ｗihoniiとＰ . ｄｅｎtａtｕｍとは非常に近い関係にある. Noguchi (1954)によれば，前者は，

より幅広い葉と，萌歯を有することで後者と区別されているか，今後，更に両者の分類学的関係に

ついて追求されるべきである．

　7) Venturiel】ａ sinensis (Vent.) C. Muell.

　中錦（1905）によってＶ. ｉａｂｏｎｉｃａの名で報告された．　今回の調査では得ることかできなかっ

た．高知市街では普通の賭類であるか，山地に入るにつれ珍しくなる．工石山周辺では，鏡川流域

の人家付近で期待できる．

　8) Pohlia elongata Hedw. ナガヘチマゴケ

　Ochi (1959)によれば，木種の通常の生育地はブナ帯～針葉樹帯であるか，低海抜地でも出現す

る例として高知県沖の島が挙げられている．工石山からは中錦（1905）によって報告されている

が，今回の調査では確認できなかった．

　9) Mnium thomsonii Schimp. ヒメチョウチンゴケ

　中錦（1905）によって報告されているが、今回の調査では確認できなかった．本種は、Ｍ、

hoｒｎｕｍやＭ. ｌａｅｖi･れｅｒｖｅによく似ている．　その区別についてKoponen (1972)が論じている．

工石山にはＭ. 　hoｒｎｕｒｎ.は産しないか、Ｍ．ｌａｅｒｖｉｎｅｒｖｅは普通に見られる種である．恐らく同定

誤りではなかろ.うか．
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　10) Pseudobryum speciosum (Mitt.) Kop.カシワバチョカチンゴケ

　我国の亜高山帯の林床に生育する種であるが四国地方には文献上生育することになっている．こ

れは中錦（1905）か工石山から報告したものに基づいているようである．本種の通常の生育地から

判断して、本種が工石山に産することは疑問である．

　11) Pleuroziopsis ruthenica (Weinm.) Kindb.フジノ々ンネングサ

　中錦（1905）ｉｆｌ　ＧｉＴｇｅｎｓｏｈｎｉａ　ｒｕtｈｅｎｉｃａの名で記録じているか､、今回の調査では確認できなか

った．

　12) Homaliodendron flabellatum (Sm.) Fl.ウチワヒラゴケ

　中錦（1905）によってＨｏｍ�ia　Habellatａとして報告されている．　本種はアジアの熱帯～亜熱

帯に広く分布することか知られているかH. sc�μｍか1伍ｍとごく近縁である．中錦（1905）の

報告のもとになった標本はＨ. scalpellifoliｕｍ.であろう．

　13) Miyabea thuidioides Broth. シノブスズゴケ

　Brotherus (1921)は中錦が1904年１月工石山で採集した標本に基づいて新種記載した．タイプ標

本以外の他の標本はまだ工石山からは得られていない．我国固有の種であるが, Watanabe (1972)

は知られている他の産地として，埼玉県武甲山，群馬県叶山を報告している．いずれも乾集した石

灰岩上で得られている．

14) Plagiothecium neckeroideum B.S.G.

中錦（1905）が報告している．　しかし，最近，

オオサナダゴヶ

Deguchi (1981)は，中錦の報告に使われた標本

を再検討した結果，実体がp. euりがり･Humに他ならないことを明らかに:した．

　150　Stereodontopsis pseudorevoluta (Reim.) Ando　プトノヽイゴケ

　本種が工石山のチャート上に生育することは, Ando (1963)と吉村(1963)によって報告されてい

る．高知県では，筆者の一人出口は，横倉山のツガ樹幹上，石立山のビャクシン樹幹上で本種を得

ている．上記両産地は共に石灰岩地である点で興味深い．しかし，チャート上では筆者らは未だ得

ていない．
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図 版

l.　工石山遠望･手前はサツ牛畑. Distant view of Mt. Kuishi.-

2.山頂付近東西面の岩石地に発達したヒノ牛林ヽＣｈａｍａｅｃＭｆｃａｒiｓ obtｗｓａ ｉＱてｅｓl developed in

　rocky area on southeast slope near summit of Mt. Kuishi-

3.　チャート露岩地域におけるスギの植林地.ＱｒｙｐtＯＴｎｅｒi･a japonica plantation in chert out-

　crop area･

4.‘天の石庭'付近の林相･左上方にチャートの露頭(‘妙体岩')が見える．黒っぽい樹木は主

　にモミ■ Forest aspect near ‘Amanosekitei' ai about 850 m elevantion-
.On upper

left

　is visible a large outcrop of chert named ‘Myotai-lwaバ　Black trees are mostly Abi･es

　jiｒ?７１ａ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-;

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶5.　山頂付近の尾根筋(海抜約1,100m)のツガの大木上に見られる祚類の群落･主な種はヒ

　ムロ･ゴケ，トラノオゴケ，ヒメコクサゴケ，アオシノブゴケ，ヒメホウオウゴケ･ Bryophyle

　community on tree-trunk of Ｔｓｕｇａ　ｓiebddii in the forest on mountain-ridg‘ｅ near

　summit of Mt. Kuishi at about 1,100 m elevation. The main moss species are Pter必りzz琲

　ａｒbｕicｕla, L:^ｏticfiojnilｒａりmbifolia, IｓolKeciｕｍ ｓｕbeii'ｕｅｒｓｉｆｏｎｎｅ．ＴＫｕｉｄｉｉｎｎ ｇtａｕｃｉｎｕｍ

　and Ｆtｓｓｉｄｃｎｓｇｙｍｎｏｇｙれ１４ｓ･

6.‘天の石庭'におけるチャート上の菌類群落･木陰になる場所ではケギポウシゴケか多い．日

　当りのよい場所では上記の種の他，ナガエノスナゴケ，チョウセンスナゴケ，ナガバチヂレゴケ，

　ヒダゴケがよく生育する.　Epilithic bryophytes on chert　boulders at ‘Amano-Sekitei' at

　about 850 m elevation. Dominant species aてｔ Ｇｒｈｒｗiia 球lifeｒａ, Ｒａｃｏｍｉtｒitｔｍ ｆａｓｃｉｃｕlaｒｅ

　ｖＭ・ alｒぴｖiｒｉｄｅ，Ｒ-　ｃａｒinalｕｍ.，Ｐりｃｈｏｍt･Iｒittｒｎ ｌｉｎｅａｒｉｆｏＨｕｍａｎｄ戸．ｆａｕｒｉｅｉ，

７．鏡川上流，桑尾付近の河原･鏡川上流域の川岸は各所で護岸工事がなされ，祚類の生育環境

　が単純化している･ Upper stream of the Kagami Riv. near Kiiwao- Bank protections

　executed in many places make moss habitats monotonous.

8.　鏡川上流，桑尾付近の河原･転石上にはスナチノサナダゴケ，ハチヂレゴケ，アサイトゴ

　ケ，ランヨウハリガネゴケ，タイワンノコギリゴケ，コツボゴケ，クチヒゲゴケなどか見られ

　る.　Upper stream of the Kagami Riv. near Kuwao. There occuＴ　Ｅｎｉｏｄｏれiｕｒidｕｓ.

　Ｐりｃｈ'ｏｍｉtｒiｕｍ　ｄｅｎｌａtｕｍ, Ｐｓｅｕｄｏｌｅｉｋｅｏｐｓｈ.ｊ沖山i，Ｂりｕｍ　ｉｏｒlifoliｕｍ, ＤｕtKtｅｌｌａ

　ｊｌａｃｃｉｄａ,Ｐｌａｇｉｏｍれ缶ｍ ａｃｕl≪m, Ｔ石ｃｈｏｓｌｏｎｍｍ ｈｒａｃｈｙｄｏｎｌｉｕｍ and others ･

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(写真！, 2, 4：山中二男撮影)
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